
一
．
は
じ
め
に

蛍
光
Ｘ
線
分
析
法
は
、
対
象
物
質
に
Ｘ

線
を
照
射
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る
特
性
Ｘ

線
（
蛍
光
Ｘ
線
）
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
お
よ
び

強
度
か
ら
、
物
質
を
構
成
す
る
元
素
を
特

定
す
る
分
析
手
法
で
あ
る
。
物
質
を
構
成

す
る
最
小
単
位
は
原
子
で
あ
る
が
、
元
素

は
原
子
の
種
類
を
指
す
。Ｘ
線
照
射
に
よ
っ

て
励
起
し
た
原
子
は
、
安
定
化
す
る
た
め

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
放
出
す
る
が
、
元
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
の
準
位
差
が
特
性
Ｘ
線
に
あ

た
る
。
元
素
は
種
類
ご
と
に
固
有
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
持
っ
て
い
る
た
め
、
特
性
Ｘ
線

エ
ネ
ル
ギ
ー
も
各
元
素
に
よ
っ
て
異
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
特
性
Ｘ
線
を
測
定
す
る
こ

と
に
よ
り
、
対
象
物
質
を
構
成
す
る
元
素

の
種
類
と
含
有
量
を
求
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
分
析
装
置
の
種
類
に
よ
っ
て
は
非
破

壊
で
の
材
質
調
査
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

本
手
法
は
今
日
で
は
文
化
財
の
分
野
で
も

広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
可
搬
型
の

蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
を
導
入
し
た（
１
）。
そ
こ

で
、
本
装
置
の
本
格
的
な
運
用
に
向
け
て
、

試
験
的
に
ガ
ラ
ス
試
料
の
分
析
を
お
こ
な
っ

た
。
本
稿
は
そ
の
第
一
報
と
し
て
、
分
析

結
果
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

二
．
日
本
国
内
に
お
け
る
ガ
ラ
ス
の
導
入

ガ
ラ
ス
の
歴
史
は
古
く
、
そ
の
起
源
は

紀
元
前
三
〇
〇
〇
年
頃
の
西
ア
ジ
ア
や
エ

ジ
プ
ト
で
あ
る
と
さ
れ
、
そ
の
後
、
地
中

海
周
辺
諸
国
を
は
じ
め
ア
ジ
ア
各
地
に
製

品
お
よ
び
製
法
が
伝
わ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
る（
２
）。

日
本
国
内
に
お
け
る
本
格
的
な
ガ
ラ
ス

生
産
の
開
始
時
期
は
七
世
紀
後
半
で
あ
る

が
、
紀
元
前
三
世
紀
頃
に
は
ガ
ラ
ス
製
品

が
国
外
の
諸
地
域
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ

る
。
ガ
ラ
ス
の
成
分
組
成
は
生
産
さ
れ
た

地
域
や
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
と
さ
れ
、

ガ
ラ
ス
の
起
源
を
探
る
上
で
重
要
な
要
素

と
な
る
。
肥
塚
隆
保
氏
ら
の
研
究
に
よ
り
、

日
本
各
地
で
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
製
品
は
複

数
の
地
域
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る（
３
）。

三
．
装
置
お
よ
び
分
析
方
法 

使
用
し
た
装
置
は
、
ア
ワ
ー
ズ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
の
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置

O
U

RST
EX

 100FA

で
あ
る
。
文
化
財
の

科
学
調
査
で
は
、
対
象
と
な
る
文
化
財
の

非
破
壊
・
非
接
触
が
原
則
で
あ
る
。
人
為

的
な
破
壊
が
な
く
て
も
、
移
動
に
伴
う
衝

撃
や
環
境
の
変
化
も
ま
た
文
化
財
に
と
っ

て
は
負
荷
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
調
査
に

よ
る
移
動
は
極
力
避
け
る
こ
と
が
望
ま
し

い
。
本
装
置
は
分
解
し
て
持
ち
運
べ
る
た

め
、
長
距
離
移
動
が
困
難
あ
る
い
は
所
蔵

機
関
か
ら
の
持
ち
出
し
が
不
可
能
な
文
化

財
で
あ
っ
て
も
、
移
動
す
る
こ
と
な
く
調

査
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
る
。
ま
た
、

本
装
置
は
、
ナ
ト
リ
ウ
ム（
Na
）や
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム（
Mg
）と
い
っ
た
原
子
番
号
の
小
さ

い
軽
元
素
の
分
析
感
度
が
良
い
と
い
う
特

徴
が
あ
り
、
ガ
ラ
ス
な
ど
の
軽
元
素
を
主

成
分
と
す
る
物
質
の
成
分
分
析
に
適
し
て

い
る
。

分
析
時
の
測
定
条
件
は
表
１
の
通
り
で

あ
り
、
Ｘ
線
の
照
射
方
法
な
ど
を
変
え
て

一
測
定
あ
た
り
三
通
り
の
分
析
を
お
こ
な
っ

1� 奈良県立橿原考古学研究所彙報　青　　陵 No.　172

第 172 号
二
〇
二
四
年
三
月
二
二
日
発
行

�

奈　

良　

県　

立

発
行
者

�

橿
原
考
古
学
研
究
所

奈
良
県
橿
原
市
畝
傍
町
一
番
地

編
集
者�

北　

井　

利　

幸

目　　次
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
を
用
い
た
ガ
ラ
ス
玉
の
分
析�

小　

倉　

頌　

子
・
奥　

山　

誠　

義　

１

中
国
陝
西
省
・
甘
粛
省
視
察
調
査
記�

中　

村　

健
太
郎　

４

漢
城
百
済
博
物
館
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結�

小　

栗　

明　

彦　

５

陝
西
省
考
古
研
究
院
、
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
と
の
友
好
共
同
交
流
協
定
締
結

北　

井　

利　

幸　

５

令
和
五
年
度
イ
タ
リ
ア
研
修
記�

宇　

野　

隆　

志
・
北　

井　

利　

幸　

６

研
究
集
会
・
い
の
し
し
の
会
、
ア
ト
リ
ウ
ム
展
、
訃
報
、
附
属
博
物
館
展
示
案
内

�

編　
　

集　
　

者　

８

表１　測定条件

管球 Pd

分光モード ダイレクト モノクロ ダイレクト

管電圧 15keV 40keV

管電流 0.5mA

照射径 3mm

測定時間 100sec

測定雰囲気 真空
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た
。
分
光
モ
ー
ド
は
、
Ｘ
線
管
か
ら
照
射

さ
れ
る
一
次
Ｘ
線
を
試
料
に
直
接
照
射
す

る
ダ
イ
レ
ク
ト
モ
ー
ド
と
、
一
次
Ｘ
線
を

分
光
結
晶
に
よ
り
単
色
化
し
て
試
料
に
照

射
す
る
モ
ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
が
あ
る
。
後
者

は
中
～
重
元
素
の
測
定
に
用
い
ら
れ
る
分

光
モ
ー
ド
で
あ
る
。

四
．
分
析
試
料 

分
析
の
対
象
と
し
た
試
料
は
、
釜
窪
大

谷
東
原
古
墳
よ
り
出
土
し
た
ガ
ラ
ス
小
玉

一
〇
点
で
あ
る（
４
）。
ガ
ラ
ス
小
玉
は
墳
頂
部

の
西
主
体
部
の
木
棺
内
か
ら
、
水
晶
製
の

切
子
玉
や
管
玉
な
ど
と
と
も
に
二
〇
点
出

土
し
た
。
大
半
は
径
三
・
二
〇
～
五
・
一

五
㎜
、
厚
さ
一
・
八
〇
～
二
・
六
〇
㎜
で

あ
る
。
径
七
㎜
前
後
、
厚
さ
五
㎜
以
上
と

大
き
な
も
の
も
あ
る
。
今
回
は
試
験
的
に

一
〇
点
（
写
真
１
、
報
告
書
図
二
二
―
一

九
～
二
八
）
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。
色

は
濃
青
色
三
点
（
№
19
～
21
）、
青
緑
色
系

七
点
（
№
22
～
28
）
で
あ
り
、
青
緑
色
系

は
個
々
の
色
調
に
微
妙
な
違
い
が
あ
る
。

表
面
分
析
と
な
る
た
め
、
試
料
表
面
に
付

着
物
等
が
な
く
、
可
能
な
限
り
平
坦
な
部

分
を
分
析
面
と
し
た
。

五
．
分
析
結
果
と
考
察

№
19
（
濃
青
色
）
お
よ
び
№
28
（
青
緑

色
系
）
の
蛍
光
Ｘ
線
ス
ペ
ク
ト
ル
を
例
と

し
て
掲
載
し
た
（
図
１
～
３
）。
縦

軸
は
蛍
光
Ｘ
線
の
検
出
量（cps/

m
A

）、
横
軸
は
同
エ
ネ
ル
ギ
ー
値

（keV

）を
表
す
。
い
ず
れ
の
試
料

で
も
、マ
グ
ネ
シ
ウ
ム（
Mg
）、
ア
ル

ミ
ニ
ウ
ム（
Al
）、
ケ
イ
素（
Si
）、

に
検
出
す
る
試
料
が
あ
っ
た
も
の
の
、
全

体
的
に
ス
ペ
ク
ト
ル
が
不
明
瞭
で
あ
る
た

め
検
討
を
要
す
る
（
図
２
）。
ま
た
、
濃
青

色
の
ガ
ラ
ス
小
玉
に
は
、
着
色
剤
と
し
て

コ
バ
ル
ト（
Co
）が
使
用
さ
れ
て
い
る
と
推
測

さ
れ
る
が
、
は
っ
き
り
と
し
た
ピ
ー
ク
は

得
ら
れ
な
か
っ
た
。
以
上
よ
り
、
微
量
元

素
の
検
出
精
度
を
向
上
す
る
た
め
、
測
定

条
件
や
分
析
方
法
等
の
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

六
．
ま
と
め

可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
装
置
の
運
用
に

向
け
、
ガ
ラ
ス
小
玉
の
分
析
を
試
験
的
に

お
こ
な
っ
た
。
今
回
は
装
置
の
特
徴
を
把

握
す
る
た
め
、
定
性
分
析
の
ス
ペ
ク
ト
ル

№19№20№21№22№23

№24№25№26№27№28

チ
タ
ン（
Ti
）、鉄（
Fe
）、銅（
Cu
）、鉛（
Pb
）、

ク
ロ
ム（
Cr
）の
ピ
ー
ク
を
検
出
で
き
た
。な

お
、パ
ラ
ジ
ウ
ム（
Pd
）の
ピ
ー
ク
が
明
瞭
に

確
認
で
き
る
が
、
管
球
の
材
料
に
使
用
さ

れ
て
い
る
元
素
で
あ
る
た
め
、
試
料
の
成

分
組
成
に
は
含
め
な
い
こ
と
と
す
る
。
モ

ノ
ク
ロ
モ
ー
ド
で
は
ス
ト
ロ
ン
チ
ウ
ム

（
Sr
）、ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム（
Zr
）な
ど
を
わ
ず
か

2�

写真1　分析対象試料

図１　ダイレクトモード（15keV）のスペクトル



波
形
に
主
眼
を
置
い
て
結
果
を
検
討
し
た
。

分
析
の
結
果
、
ガ
ラ
ス
の
主
成
分
と
な

る
軽
元
素
領
域
で
は
比
較
的
良
好
な
ス
ペ

ク
ト
ル
が
得
ら
れ
た
。
一
方
で
、
含
有
量

が
少
な
く
な
る
重
元
素
の
検
出
に
は
課
題

が
残
っ
た
。

出
土
ガ
ラ
ス
製
品
を
生
産
地
や
製
作
時

期
に
よ
り
分
類
す
る
場
合
、
含
有
元
素
組

成
の
違
い
が
鍵
と
な
る
が
、
そ
の
た
め
に

は
各
元
素
の
定
量
が
必
要
と
な
る
。
今
後

は
分
析
精
度
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

定
量
分
析
に
向
け
て
検
量
線
を
確
認
し
、

必
要
に
応
じ
て
再
作
成
や
標
準
試
料
の
選

定
を
お
こ
な
っ
て
い
く
。

【
註
】

（
１
）
本
機
は
二
〇
一
八
年
「
奈
良
県
立
橿
原
考

古
学
研
究
所
創
立
八
〇
周
年
を
祝
う
会
」（
代

表
：
久
保
田
昌
孝　

橿
原
神
宮
宮
司
）
よ
り

研
究
支
援
事
業
（
可
搬
型
蛍
光
Ｘ
線
分
析
機

器
の
提
供
）
と
し
て
贈
呈
い
た
だ
い
た
。

（
２
）
肥
塚
隆
保
「
古
代
珪
酸
塩
ガ
ラ
ス
の
研
究

―
弥
生
～
奈
良
時
代
の
ガ
ラ
ス
材
質
の
変
遷

―
」『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
創
立
四
〇
周

年
記
念
論
文
集 

文
化
財
論
叢
Ⅱ
』
同
朋
舎
出

版　

一
九
九
五
年

　
　

肥
塚
隆
保
・
田
村
朋
美
・
大
賀
克
彦
「
材

質
と
そ
の
歴
史
的
変
遷
」『
月
刊
文
化
財
』
№

五
六
六　

第
一
法
規　

二
〇
一
〇
年

　
　

澤
村
大
地
・
加
藤
千
里
・
松
﨑
真
弓
・
柳

瀬
和
也
・
谷
口
陽
子
・
中
井
泉
「
蛍
光
Ｘ
線

分
析
に
よ
る
関
東
地
方
の
遺
跡
か
ら
出
土
し

た
古
代
ガ
ラ
ス
に
関
す
る
考
古
化
学
的
研
究
」

『
分
析
化
学
』
第
六
四
巻
八
号　

日
本
分
析
化

学
会　

二
〇
一
五
年

　
　

大
賀
克
彦
・
田
村
朋
美
「
古
墳
時
代
前
期

の
ナ
ト
ロ
ン
ガ
ラ
ス
」『
古
代
学
』
第
七
号　

奈
良
女
子
大
学
古
代
学
学
術
研
究
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
五
年

（
３
）
前
掲
註
（
２
）

（
４
）
吉
村
和
昭
（
編
）『
釜
窪
大
谷
東
原
古
墳
』

奈
良
県
文
化
財
調
査
報
告
書
第
一
三
五
集　

奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所　

二
〇
〇
九

年

3�

図３　ダイレクトモード（40keV）のスペクトル

図２　モノクロモード（40keV）のスペクトル



一
．
は
じ
め
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橿
原
考
古
学
研
究
所
で
は
、
令
和
四
・

五
年
度
に
「
外
部
研
究
者
等
と
の
共
同
に

よ
る
調
査
研
究
推
進
事
業
」
を
実
施
し
て

い
る
。
こ
れ
は
外
部
研
究
者
と
共
同
で
、

飛
鳥
時
代
の
東
西
交
流
の
一
端
を
解
明
す

る
こ
と
を
目
的
に
、
高
松
塚
古
墳
の
漆
塗

木
棺
の
復
元
実
験
（
共
同
研
究
一
）
及
び

壁
画
に
関
す
る
研
究
（
共
同
研
究
二
）
を

お
こ
な
う
も
の
で
あ
る
。
高
松
塚
古
墳
が

築
造
さ
れ
た
七
世
紀
末
か
ら
八
世
紀
初
め

の
ユ
ー
ラ
シ
ア
東
部
で
は
、
唐
の
影
響
を

受
け
た
壁
画
が
各
地
に
見
ら
れ
、
そ
れ
ら

は
唐
と
の
交
渉
を
通
じ
て
文
化
的
影
響
を

受
け
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
今
回
、

共
同
研
究
二
の
た
め
の
調
査
と
し
て
、
二

〇
二
三
年
一
〇
月
一
〇
～
一
五
日
に
か
け

て
、
川
上
洋
一
、
岡
林
孝
作
、
中
村
健
太

郎
の
三
名
が
、
中
国
陝
西
省
及
び
甘
粛
省

に
所
在
す
る
遺
跡
や
博
物
館
、
研
究
機
関

を
訪
問
し
、
唐
代
の
壁
画
や
遺
物
を
調
査

し
た
。

二
．
陝
西
省
で
の
調
査

①
陝
西
歴
史
博
物
館
（
一
日
目
）

一
九
九
一
年
開
館
。
中
国
有
数
の
国
家

博
物
館
。
今
回
は
、
唐
代
の
壁
画
を
展
示

す
る
「
唐
代
壁
画
珍
宝
館
」
を
視
察
。
西

安
周
辺
の
二
〇
余
り
の
墓
の
墓
室
か
ら
出

土
し
た
六
〇
〇
枚
ほ
ど
の
唐
代
壁
画
（
章

懐
太
子
墓
、
懿
徳
太
子
墓
、
永
泰
公
主
墓

な
ど
）
を
保
管
す
る
。
壁
画
に
は
建
物
、

人
物
、
器
物
、
動
植
物
な
ど
が
描
か
れ
、

唐
代
の
社
会
生
活
の
研
究
に
重
要
な
資
料

と
な
る
。

②
陝
西
考
古
博
物
館
（
二
日
目
）

二
〇
二
二
年
開
館
。
中
国
で
最
初
の
考

古
学
の
専
門
博
物
館
と
し
て
考
古
学
的
調

査
の
過
程
、
技
術
、
方
法
や
研
究
の
方
向

性
な
ど
を
展
示
。
展
示
品
に
は
、
李り
す
い

の

冠
飾
、
顔
真
卿
の
手
に
な
る
羅
婉
順
の
墓

誌
、
唐
代
皇
帝
陵
で
唯
一
発
掘
さ
れ
た
僖

宗
の
靖
陵
の
出
土
品
な
ど
が
あ
る
。
高
松

塚
古
墳
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
李り

邕よ
う

墓
「
馬
球

図
」
な
ど
を
調
査
し
た
。

③
唐
順
陵
（
三
日
目
）

武
則
天
の
母
・
楊
氏
の
墓
。
国
家
重
要

文
物
保
護
財
。
楊
氏
は
咸
享
元
年
（
六
七

〇
）
に
逝
去
。
高
松
塚
古
墳
と
同
時
代
の

唐
墓
の
例
と
し
て
調
査
。
な
お
、
現
地
で

は
、
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
の
李
偉
書

記
、
陝
西
省
考
古
研
究
院
の
孫
周
勇
院
長

と
面
会
、
調
査
に
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
。

三
．
甘
粛
省
で
の
調
査

④
敦
煌
莫
高
窟
（
四
日
目
）

敦
煌
市
内
か
ら
東
南
へ
二
五
㎞
、
鳴
沙

山
東
麓
の
絶
壁
上
に
位
置
。
開
削
は
前
秦

の
建
元
二
年
（
三
六
六
）
頃
で
、
数
百
の

石
窟
に
彩
色
塑
像
と
壁
画
を
保
存
。
壁
画

は
洞
穴
の
四
壁
、
窟
頂
と
仏
龕
に
宗
教
及

び
世
俗
生
活
の
様
子
を
描
く
。
現
地
で
は
、

敦
煌
研
究
院
の
蘇
伯
民
院
長
と
面
会
し
た

ほ
か
、
同
研
究
院
の
劉
文
山
氏
に
ご
案
内

頂
き
、
石
窟
の
調
査
を
お
こ
な
う
こ
と
が

で
き
た
。
劉
氏
は
成
城
大
学
へ
の
留
学
経

験
も
あ
り
、
日
本
語
が
堪
能
で
あ
っ
た
。

⑤
敦
煌
市
博
物
館
、
楡
林
窟
（
五
日
目
）

敦
煌
市
博
物
館
は
、
敦
煌
文
書
を
始
め
、

莫
高
窟
周
辺
に
あ
る
遺
跡
か
ら
発
掘
さ
れ

た
陶
磁
器
や
古
銭
な
ど
を
展
示
。
楡
林
窟

は
敦
煌
五
大
石
窟
の
一
つ
で
、
莫
高
窟
に

次
ぐ
規
模
。
瓜
州
県
の
南
約
七
五
キ
ロ
、

南
山
渓
谷
を
流
れ
る
踏
実
河
（
楡
林
河
）

の
両
岸
に
掘
ら
れ
た
石
窟
を
調
査
し
た
。

四
．
お
わ
り
に

今
回
の
調
査
成
果
は
、
第
一
に
唐
代
壁

画
を
実
見
で
き
た
こ
と
で
あ
る
。
実
物
を

見
る
こ
と
で
し
か
知
り
え
な
い
壁
画
の
微

妙
な
色
合
い
や
質
感
、
筆
遣
い
、
保
存
状

態
、
規
模
な
ど
の
情
報
を
い
く
つ
も
得
る

こ
と
が
で
き
た
。

第
二
に
、
調
査
を
通
じ
て
唐
代
の
壁
画

と
高
松
塚
古
墳
の
出
土
遺
物
や
壁
画
と
の

接
点
に
い
く
つ
か
気
づ
い
た
こ
と
で
あ
る
。

具
体
例
を
一
つ
挙
げ
る
と
、
高
松
塚
古
墳

の
金
銅
製
透
飾
金
具
（
図
左
）
は
、
唐
の

団
花
文
の
モ
チ
ー
フ
（
例
：
敦
煌
莫
高
窟

第
三
一
号
壁
画
、
図
右
）
を
採
用
し
、
モ

デ
ル
と
し
た
可
能
性
が
あ
る
。

第
三
に
、
西
北
大
学
文
化
遺
産
学
院
、

陝
西
省
考
古
研
究
院
、
敦
煌
研
究
院
を
訪

問
し
、
関
係
者
と
国
際
的
な
研
究
連
携
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
で
き
た
こ
と

で
あ
る
。
橿
考
研
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て
中
断
し
て
い
た

国
際
交
流
を
二
〇
二
四
年
度
以
降
本
格
的

に
再
開
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

今
後
の
交
流
の
弾
み
と
し
た
い
。

今
回
の
調
査
に
あ
た
っ
て
お
世
話
に
な
っ

た
皆
様
に
心
よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。

4�

（右）敦煌莫高窟第31号壁画の団花文
（敦煌研究院編『敦煌石窟全集26　図

案巻下』2003年/敦煌研究院提供）
（左）高松塚古墳出土金銅製透飾金具

（復元品）　　　　　　 　
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始
ま
り
は
二
〇
二
二
年
四
月
二
九
日
付

け
で
ユ
・
ビ
ョ
ン
ハ
漢
城
百
済
博
物
館
長

（
当
時
）
か
ら
青
柳
正
規
所
長
宛
に
送
ら
れ

て
き
た
一
通
の
書
信
で
あ
る
。
研
究
、
展

示
等
の
相
互
協
力
を
希
望
す
る
内
容
で
あ
っ

た
。
漢
城
百
済
博
物
館
は
韓
国
ソ
ウ
ル
特

別
市
の
公
的
機
関
で
あ
っ
て
、
発
掘
調
査

研
究
部
門
と
博
物
館
部
門
を
兼
備
し
て
お

り
、
当
研
究
所
と
相
似
す
る
組
織
体
で
あ

る
。
開
館
一
〇
年
余
り
と
若
く
は
あ
る
が
、

漢
城
期
百
済
の
王
宮
で
あ
る
夢
村
土
城
、

王
陵
で
あ
る
石
村
洞
古
墳
群
の
学
術
調
査

を
継
続
的
に
担
う
ほ
か
、
毎
年
、
力
の
入
っ

た
特
別
展
や
学
術
大
会
を
開
催
し
、
精
力

的
に
研
究
書
も
刊
行
す
る
学
界
注
目
の
気

鋭
の
機
関
で
あ
る
。
連
携
協
力
す
る
相
手

と
し
て
不
足
は
な
い
ば
か
り
か
、
そ
れ
以

上
に
百
済
を
理
解
す
る
上
で
多
く
を
学
ぶ

こ
と
の
で
き
る
、
当
研
究
所
に
と
っ
て
極

め
て
有
益
な
相
手
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い

な
い
。

千
載
一
遇
の
好
機
と
見
た
私
は
、
岡
林

孝
作
副
所
長
（
当
時
）
に
大
切
に
し
た
い

相
手
機
関
で
あ
る
と
相
談
し
つ
つ
、
担
当

者
の
チ
ェ
・
チ
ュ
ン
ギ
学
芸
研
究
士
に
書

信
の
詳
細
な
意
図
を
問
い
合
わ
せ
た
。
ま

重
見
泰
主
任
研
究
員
を
派
遣
、
一
一
月
二

三
日
に
漢
城
百
済
博
物
館
ユ
・
ビ
ョ
ン
ハ

館
長
、
チ
ェ
・
チ
ュ
ン
ギ
学
芸
研
究
士
が

当
研
究
所
に
来
訪
し
て
青
柳
正
規
所
長
と

面
談
、
翌
年
二
月
二
六
日
に
青
柳
正
規
所

長
以
下
当
研
究
所
代
表
団
が
漢
城
百
済
博

物
館
を
訪
問
面
談
し
、
連
携
協
定
締
結
方

針
に
合
意
成
立
と
な
っ
た
。
こ
の
度
一
一

月
一
九
日
～
二
二
日
に
当
研
究
所
代
表
団

が
招
聘
を
受
け
て
訪
韓
し
、
二
〇
日
に
漢

城
百
済
博
に
て
青
柳
正
規
所
長
、
キ
ム
・

チ
ヨ
ン
館
長
が「
文
化
遺
産
及
び
考
古
学
・

古
代
史
分
野
の
交
流
協
力
に
関
す
る
包
括

協
定
書
」
に
署
名
し
て
、
包
括
連
携
協
定

締
結
と
相
成
っ
た
。

協
定
の
主
な
内
容
は
、
職
員
相
互
派
遣

の
積
極
的
推
進
、
展
覧
会
開
催
の
協
力
、

共
同
調
査
研
究
の
推
進
、
講
演
会
等
へ
の

職
員
派
遣
、
刊
行
物
の
交
換
で
あ
る
。
こ

の
協
定
が
今
後
の
当
研
究
所
の
飛
躍
に
寄

与
す
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
大
事
に
育

ん
で
い
こ
う
で
は
な
い
か
。

二
〇
二
四
年
一
月
二
八
日
か
ら
三
一
日

に
か
け
て
青
柳
正
規
所
長
以
下
当
研
究
所

代
表
団
が
陝
西
省
考
古
研
究
院
と
西
北
大

学
文
化
遺
産
学
院
を
訪
問
し
た
。

一
月
二
九
日
に
陝
西
省
考
古
研
究
院
で

種
建
栄
院
長
と
、
翌
三
〇
日
に
は
西
北
大

学
文
化
遺
産
学
院
で
馬
健
院
長
と
面
談
し
、

二
〇
一
六
年
に
締
結
し
た
友
好
共
同
交
流

協
定
更
新
の
た
め
両
機
関
で
調
印
式
を
お

こ
な
っ
た
。

だ
日
本
に
は
連
携
機
関
が
な

く
、
相
手
を
探
し
て
い
る
。

他
の
機
関
に
も
協
力
希
望
の

書
信
を
送
っ
て
は
い
る
が
、

当
研
究
所
が
意
中
の
相
手
で

あ
る
と
の
こ
と
。
こ
こ
で
互

い
に
連
携
機
関
を
目
指
す
方

向
性
が
見
え
た
。

同
年
一
〇
月
二
六
日
～
二

九
日
に
漢
城
百
済
博
開
館
十

周
年
記
念
特
別
展
関
連
国
際

学
術
大
会
「
百
済
王
都
漢
城

に
対
す
る
新
し
い
理
解
」
へ
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西北大学文化遺産学院と協定締結
青柳正規所長と馬健院長

協定締結式
（漢城百済博側：中央から左へキム・チヨン館長、

パク・ソンウン総務課長、クォン・スンチョル遺物科学課長、
パク・チュンギュン百済学研究所長、イ・キョンジャ教育広報課長、

チョ・ヨンフン展示企画課長）
（当研究所側：中央から右へ青柳正規所長、大峯朝記副所長、

吉村和昭学芸課長、小栗明彦企画係長）

陝西省考古研究院と協定締結
青柳正規所長と種建栄院長
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一
．
は
じ
め
に

八
月
三
一
日
か
ら
九
月
二
三
日
ま
で
、

筆
者
ら
は
イ
タ
リ
ア
研
修
に
派
遣
さ
れ
た
。

橿
原
考
古
学
研
究
所
と
し
て
は
、
二
年
目

の
派
遣
事
業
で
あ
る
。
主
な
目
的
は
、
東

京
大
学
が
実
施
す
る
ソ
ン
マ
・
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ

ア
ー
ナ
の
発
掘
調
査
へ
の
参
加
を
通
し
て

発
掘
調
査
技
術
を
両
機
関
で
共
有
す
る
こ

と
と
、
イ
タ
リ
ア
国
内
に
所
在
す
る
遺
跡

や
文
化
遺
産
、
博
物
館
等
の
見
学
を
通
し

て
、
考
古
学
的
お
よ
び
文
化
的
な
知
見
を

広
め
る
こ
と
で
あ
る
。

行
程
の
概
要
を
示
す
。
八
月
三
一
日
に

関
西
国
際
空
港
よ
り
出
国
。
翌
九
月
一
日

に
ナ
ポ
リ
・
カ
ポ
デ
ィ
キ
ー
ノ
空
港
着
、

同
日
昼
に
ソ
ン
マ
・
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
ア
ー
ナ

に
到
着
。
以
後
、
週
末
の
作
業
休
日
を
除

く
計
六
日
間
、
発
掘
調
査
に
従
事
し
、
週

末
は
ナ
ポ
リ
近
郊
の
遺
跡
や
博
物
館
を
見

学
し
た
。
調
査
従
事
後
の
帰
国
ま
で
に
至

る
計
一
一
日
間
は
、
各
自
が
事
前
に
計
画

し
た
行
程
に
基
づ
い
て
、
各
々
単
独
で
行

動
す
る
こ
と
を
中
心
と
し
た
。
九
月
二
二

日
、
ロ
ー
マ
・
フ
ィ
ウ
ミ
チ
ー
ノ
空
港
発
、

九
月
二
三
日
に
関
西
国
際
空
港
着
、
帰
国
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宇
野
・
北
井
）

二
．
ソ
ン
マ
で
の
発
掘
調
査

イ
タ
リ
ア
滞
在
の
序
盤
は
、
ソ
ン
マ
・

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
ア
ー
ナ
に
お
け
る
発
掘
調
査

に
参
加
し
た
。（
こ
れ
ま
で
の
調
査
成
果
そ

の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
、
文
末
参
考
文
献

を
参
照
さ
れ
た
い（
１
）。）

調
査
当
日
は
七
時
過
ぎ
に
宿
舎
を
出
発

し
、
七
時
半
頃
か
ら
調
査
を
開
始
す
る
。

水
分
補
給
等
の
休
憩
は
各
自
の
判
断
に
任

さ
れ
て
い
た
。
昼
休
み
は
一
二
時
か
ら
一

時
間
、
食
事
担
当
の
作
業
員
の
合
図
で
始

ま
る
。
昼
食
は
パ
ス
タ
が
基
本
で
、
予
算

の
都
合
で
エ
ビ
や
イ
カ
な
ど
の
魚
介
類
が

追
加
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
三
時
か

ら
作
業
を
再
開
し
、
一
六
時
頃
に
終
了
。

乾
季
の
た
め
、
雨
除
け
の
シ
ー
ト
を
調
査

区
に
か
け
る
こ
と
は
な
い
。
地
中
海
性
気

候
の
た
め
、
日
本
ほ
ど
の
蒸
し
暑
さ
は
な

い
が
、
日
差
し
の
強
さ
は
日
本
と
同
等
か

そ
れ
以
上
に
感
じ
た
。

作
業
内
容
と
し
て
は
、
下
層
建
物
の
廃

絶
が
西
暦
七
九
年
の
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
の

噴
火
を
直
接
の
契
機
と
す
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
近
年
の
調
査
成
果
を
踏
ま
え
、

下
層
建
物
の
う
ち
、
主
に
「V

A
N

O
22

」

と
名
付
け
ら
れ
た
部
屋
の
内
部
堆
積
層
の

掘
り
下
げ
お
よ
び
埋
没
状
況
の
検
出
で
あ
っ

た
。「V

A
N

O
22

」
は
ア
ウ
グ
ス
ト
ゥ
ス

の
別
荘
と
年
代
的
に
関
連
性
の
あ
る
西
暦

七
九
年
の
噴
火
に
伴
う
埋
没
遺
構
で
あ
り
、

長
年
に
わ
た
る
一
連
の
調
査
に
お
い
て
も

非
常
に
注
目
度
の
高
い
調
査
工
程
で
あ
っ

た
。「V

A
N

O
22

」
内
部
は
、
噴
火
堆
積

物
と
と
も
に
、
そ
の
流
入
に
伴
っ
て
倒
壊

し
た
多
量
の
壁
土
や
瓦
で
埋
没
し
て
い
た
。

火
山
噴
火
に
伴
う
堆
積
土
は
非
常
に
硬
く
、

人
力
で
は
掘
削
が
困
難
な
た
め
、
削
岩
機

が
大
い
に
役
に
立
っ
た
。
掘
削
作
業
の
過

程
で
、
原
位
置
を
保
つ
ア
ン
フ
ォ
ラ
の
検

出
な
ど
に
直
に
携
わ
る
幸
運
に
も
恵
ま
れ

た
。
学
生
時
代
、
初
め
て
の
発
掘
調
査
現

場
で
経
験
し
た
よ
う
な
胸
の
高
鳴
り
で
あ
っ

た
。発

掘
調
査
団
で
は
、
土
層
の
堆
積
そ
れ

ぞ
れ
を
一
つ
の
「
ユ
ニ
ッ
ト
」、「
イ
ベ
ン

ト
」
と
捉
え
て
、
各
遺
構
お
よ
び
各
土
層

の
先
後
関
係
を
調
査
エ
リ
ア
ご
と
に
系
統

整
理
し
つ
つ
、
複
数
系
統
の
併
行
関
係
を

共
通
す
る
層
位
（
鍵
層
）
で
つ
な
ぎ
合
わ

せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
各
遺
構
お
よ
び
各

層
位
か
ら
構
成
さ
れ
る
遺
跡
全
体
の
時
間

的
な
先
後
関
係
（
縦
軸
）
と
併
行
関
係
（
横

軸
）
を
総
合
的
に
理
解
す
る
と
い
う
調
査

手
法
を
採
用
し
て
い
た
。
度
重
な
る
各
時

代
の
噴
火
堆
積
土
に
よ
っ
て
深
く
埋
没
し
、

立
体
的
な
構
造
物
が
遺
構
と
し
て
重
複
し

て
検
出
さ
れ
る
広
範
囲
の
遺
跡
に
お
い
て

は
、
特
に
合
理
的
か
つ
有
効
な
調
査
手
法

と
い
え
る
。
発
掘
調
査
へ
の
従
事
を
通
し

て
、
見
慣
れ
な
い
遺
構
・
遺
物
だ
け
で
な

く
、
国
内
で
は
経
験
し
が
た
い
調
査
手
法

に
も
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

調
査
参
加
中
は
、
調
査
現
場
か
ら
車
で

一
〇
分
程
の
距
離
に
あ
る
東
京
大
学
が
借

り
上
げ
た
宿
舎
に
滞
在
さ
せ
て
頂
い
た
。

調
査
担
当
者
で
あ
る
東
京
大
学
の
松
山
聡

さ
ん
、
岩
城
克
典
さ
ん
、
杉
山
浩
平
さ
ん

に
は
、
調
査
だ
け
で
な
く
、
宿
舎
で
の
生

活
で
も
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
日
中
は

日
差
し
の
強
い
イ
タ
リ
ア
も
、
夕
方
は
涼

し
く
快
適
で
、
二
〇
時
頃
ま
で
明
る
か
っ

た
。
夕
方
、
シ
ャ
ワ
ー
を
浴
び
た
後
、
宿

舎
の
テ
ラ
ス
で
心
地
よ
い
風
に
吹
か
れ
な

が
ら
の
ん
び
り
と
過
ご
し
た
至
福
の
一
時

は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。　
　
（
宇
野
）
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発掘調査現場での記念撮影
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三
．
イ
タ
リ
ア
見
聞
録

ナ
ポ
リ
、
ロ
ー
マ
で
の
視
察

学
生
時
代
に
西
洋
史
を
熱
心
に
学
ん
で

こ
な
か
っ
た
た
め
、
特
に
古
代
ロ
ー
マ
史

に
関
し
て
は
予
習
し
、
行
き
先
を
入
念
に

下
調
べ
し
た
。
ソ
ン
マ
の
遺
跡
調
査
と
も

関
連
さ
せ
て
、
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
遺
跡

を
重
点
的
に
訪
れ
る
こ
と
と
し
、
ナ
ポ
リ

と
ロ
ー
マ
、
お
よ
び
そ
れ
ら
近
郊
の
遺
跡

や
博
物
館
等
を
訪
れ
た
。
遺
跡
で
は
そ
の

内
容
の
理
解
と
と
も
に
、
整
備
状
況
に
も

関
心
を
払
い
、
膨
大
な
量
の
展
示
品
が
並

ぶ
博
物
館
で
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
時
代
の
遺

物
と
と
も
に
、
エ
ト
ル
リ
ア
の
鏡
へ
の
観

察
に
時
間
を
割
い
た
。

主
な
訪
問
先
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

〔
ナ
ポ
リ
と
そ
の
近
郊
〕
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ

火
山
、
ナ
ポ
リ
国
立
考
古
学
博
物
館
、
ポ

ン
ペ
イ
考
古
学
公
園
、
エ
ル
コ
ラ
ー
ノ
考

古
学
公
園
、
オ
プ
ロ
ン
テ
ィ
ス
・
ボ
ス
コ

レ
ア
ー
レ
、
ア
マ
ル
フ
ィ
海
岸
、
パ
エ
ス

ト
ゥ
ム
考
古
学
公
園
。

〔
ロ
ー
マ
と
そ
の
近
郊
〕
国
立
ロ
ー
マ
博

物
館
、
フ
ォ
ロ
ロ
マ
ー
ノ
周
辺
、
国
立
ヴ
ィ

ラ
・
ジ
ュ
リ
ア
博
物
館
、
ヴ
ァ
テ
ィ
カ
ン

博
物
館
、
ヴ
ィ
ッ
ラ
ア
ド
リ
ア
ー
ナ
、
カ

ラ
カ
ラ
浴
場
、
パ
ン
テ
オ
ン
、
オ
ス
テ
ィ

ア
・
ア
ン
テ
ィ
カ
。　
　
（
宇
野
・
北
井
）

ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
・
ア
ン
コ
ー
ナ
で
の
視
察

九
月
一
一
日
か
ら
一
三
日
に
リ
グ
ー
リ

ア
州
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
市
の
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東

洋
美
術
館
で
青
銅
器
の
調
査
、
一
三
日
・

一
四
日
に
マ
ル
ケ
州
ア
ン
コ
ー
ナ
市
の
オ

メ
ロ
触
覚
美
術
館
を
視
察
し
た
。

キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
東
洋
美
術
館
は
明
治
八

年
（
一
八
七
五
）
に
来
日
し
た
エ
ド
ア
ル

ド
・
キ
ヨ
ッ
ソ
ー
ネ
の
収
集
品
を
収
蔵
・

展
示
し
て
い
る
。
特
別
展
「
富
嶽
三
十
六

景
」
を
開
催
中
で
、
来
館
者
が
熱
心
に
見

学
し
て
い
た
こ
と
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

日
本
の
弥
生
・
古
墳
時
代
の
青
銅
器
に
は

鐸
・
戈
・
矛
・
鏡
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
銅

鐸
は
寺
澤
薫
氏
が
紹
介
し
て
い
る（
２
）。
今
回

の
調
査
で
、
鋳
掛
け
を
確
認
し
、
文
様
の

類
似
性
・
舞
の
形
状
か
ら
石
上
二
号
銅
鐸

以
降
に
同
一
工
人
に
よ
っ
て
製
作
さ
れ
た

こ
と
を
確
認
し
た
。

オ
メ
ロ
触
覚
美
術
館
で
は
、
ア
ル
ド
理

事
長
と
面
談
し
、
創
立
の
経
緯
や
目
的
、

イ
タ
リ
ア
に
お
け
る
博
物
館
・
美
術
館
の

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
化
の
状
況
に
つ
い
て
話
を

伺
い
、
視
覚
障
害
者
を
対
象
と
し
た
活
動

や
施
設
を
視
察
し
た
。
ア
ル
ド
氏
の
進
め

た
視
覚
障
害
者
が
楽
し
め
る
博
物
館
、
美

術
館
の
取
り
組
み
は
博
物
館
や
遺
跡
の
解

説
板
に
点
字
や
触
察
パ
ネ
ル
と
い
う
形
で

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
カ
ラ
カ
ラ
浴
場

で
は
モ
ザ
イ
ク
の
形
状
・
色
を
突
線
と
凹

凸
で
表
現
し
て
い
た
。
日
本
で
も
導
入
す

べ
き
取
り
組
み
と
感
じ
た
。　
　
（
北
井
）

四
．
終
わ
り
に

研
修
の
目
的
の
一
つ
に
発
掘
調
査
の
指

導
が
あ
っ
た
。
一
五
年
ぶ
り
の
発
査
調
査

で
不
安
し
か
な
か
っ
た
が
、
宇
野
所
員
の

協
力
の
も
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。
強

い
陽
射
し
に
悲
鳴
を
あ
げ
る
体
も
、
杉
山

さ
ん
の
手
料
理
と
お
い
し
い
昼
食
に
助
け

ら
れ
た
。
イ
タ
リ
ア
の
遺
跡
や
博
物
館
の

視
察
は
貴
重
な
経
験
と
な
り
、
視
野
を
広

げ
ら
れ
た
。
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。（
北
井
）

【
註
】

（
１
）
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化
研
究
科
グ

ロ
ー
バ
ル
地
域
研
究
機
構
地
中
海
地
域
研
究

部
門
『
イ
タ
リ
ア　

ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
オ
山
の
噴

火
罹
災
遺
跡
の
学
術
調
査
二
〇
〇
二
―
二
〇

二
〇
年
』　

二
〇
二
一
年

　
　

北
山
峰
生
「
ソ
ン
マ
・
ヴ
ェ
ス
ヴ
ィ
ア
ー

ナ
で
の
発
掘
と
イ
タ
リ
ア
見
学
行
（
上
）

（
下
）」『
青
陵
』
第
一
六
九
・
一
七
〇
号　

奈

良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所　

二
〇
二
三
年

（
２
）寺
澤　
薫「
付
章　

M
useo d’A

rte O
rien　

tale“Edoardo Chiossone”

所
蔵
の
銅
鐸
」

『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
』
五
―
一
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
紀
要　

シ
ル

ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー　

一
九
九
八
年
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附
属
博
物
館
展
示
案
内

◎
二
〇
二
四
年
度　

春
季
特
別
展

「
家
形
埴
輪
の
世
界
」

会
期
：
令
和
六
年
四
月
二
〇
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　

～
六
月
一
六
日
（
日
）

家
形
埴
輪
は
、
埴
輪
が
古
墳
上
に
配
置

さ
れ
た
全
期
間
に
わ
た
っ
て
存
続
し
た
と

考
え
ら
れ
る
数
少
な
い
種
類
の
一
つ
で
す
。

た
だ
し
、
構
造
が
複
雑
で
大
型
品
も
多
い

た
め
、
そ
の
実
態
が
よ
く
分
か
ら
ず
、
展

示
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
機
会
が
少
な
い
埴

輪
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
び
の
展
覧
会

で
は
古
墳
時
代
の
政
治
的
な
中
枢
が
存
在

し
た
奈
良
県
内
の
資
料
を
中
心
に
、
東
日

本
と
西
日
本
で
最
大
の
製
品
も
展
示
し
て
、

謎
の
多
い
家
形
埴
輪
の
実
態
に
迫
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

研
究
講
座
（
全
三
回
）

　

第
一
回　

四
月
二
八
日
（
日
）

　

第
二
回　

五
月
一
二
日
（
日
）

　

第
三
回　

六
月
九
日
（
日
）

訃　

報

令
和
五
年
一
一
月
一
六
日
（
木
）
に
研

究
顧
問
の
石
部
正
志
先
生
が
逝
去
さ
れ
ま

し
た
。
永
年
に
わ
た
り
、
研
究
所
の
活
動

に
ご
尽
力
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。 ア

ト
リ
ウ
ム
展
案
内

研
究
所
一
階
ア
ト
リ
ウ
ム
で
パ
ネ
ル
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
来
年
度
は
科

研
費
に
よ
る
研
究
成
果
展
、
保
存
科
学
棟

の
三
〇
年
展
な
ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
開
し
ま

す
。
観
覧
時
間
は
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
の

八
時
三
〇
分
か
ら
一
七
時
一
五
分
で
す
。

研
究
集
会
・
い
の
し
し
の
会

第
三
七
〇
回
研
究
集
会
が
令
和
六
年
一

月
一
四
日
（
日
）
に
研
究
所
講
堂
に
て
開

催
さ
れ
、
右
島
和
夫
特
別
指
導
研
究
員
が

「
古
墳
時
代
の
榛
名
山
噴
火
と
馬
匹
生
産
遺

跡
」
と
題
し
て
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
研
究

集
会
終
了
後
に
は
、
正
面
玄
関
前
で
記
念

撮
影
を
お
こ
な
い
、
い
の
し
し
の
会
を
橿

原
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
て
開
催
し
ま
し
た
。

研
究
集
会
に
は
七
六
名
、
い
の
し
し
の
会

に
は
七
〇
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。（
順

不
同
、
敬
称
は
略
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。）

［
奈
良
国
立
博
物
館
］
井
上
洋
一
、［
明
日
香

村
］
森
川
裕
一
、［
大
淀
町
教
育
委
員
会
］
松
田　

度
、［（
公
財
）
由
良
大
和
古
代
文
化
研
究
協
会
］

泉
森　

皎
・
稲
村
和
子
、［
友
史
会
］
田
中
吉

満
・
福
山
雄
二
・
山
本
哲
夫
・
島
岡
弘
行
、［（
一

財
）
橿
原
考
古
文
化
財
団
］
大
西
寿
江
・
青
木

明
美
・
松
浦
章
一
・
藤
原
三
津
子
・
森
田　

勝
、

［
報
道
関
係
者
］
清
水
謙
司
・
井
山
大
我
・
小
畑

三
秋
・
岡
崎
雅
樹
・
関
口
和
哉
・
篠
﨑
善
博
・

牟
田
口
章
人
・
今
井
邦
彦
・
竹
内
義
治
、［
文
化

資
源
活
用
課
］
森
井
順
之
、［
特
別
指
導
研
究

員
］
前
園
實
知
雄
・
稲
村
達
也
・
右
島
和
夫
・

千
賀　

久
・
田
中
俊
明
・
田
中
晋
作
、［
共
同
研

究
員
］
中
井
一
夫
・
山
内
紀
嗣
・
泉　

武
・
森

岡
秀
人
・
梅
咲
直
照
・
福
田
さ
よ
子
・
橋
本
裕

行
・
卜
部
行
弘
・
清
水
昭
博
、［
研
究
所
員
］
青

柳
正
規
・
大
峯
朝
記
・
岡
林
孝
作
・
川
上
洋
一
・

箕
倉
永
子
・
米
川
仁
一
・
中
村
健
太
郎
・
小
栗

明
彦
・
髙
木
清
生
・
北
井
利
幸
・
東
影　

悠
・

水
野
敏
典
・
河
﨑
衣
美
・
小
倉
頌
子
・
吉
村
和

昭
・
青
柳
泰
介
・
平
井
洸
史
・
伊
東
菜
々
子
・

大
西
貴
夫
・
米
川
裕
治
・
岡
田
憲
一
・
廣
岡
孝

信
・
岡
田
雅
彦
・
岡
見
知
紀
・
前
田
俊
雄
・
内

藤
元
太
・
辰
巳
祐
樹
・
西
浦　

煕
・
小
泉
翔
太
・

黒
澤
ひ
か
り
・
冨
田　

樹
・
米
田
敏
幸
・
鈴
木

裕
明
・
本
村
充
保
・
鈴
木
一
議
・
中
野　

咲
・

小
池
香
津
江
・
藤
元
正
太
、［
関
係
者
］
今
尾
文

昭
、
石
黒
勝
己
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